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長崎版地域包括ケアシステムの構築
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（厚生労働省の図を基に作成）



議題 ２

地域包括ケアシステム構築に向けた

取組みについて



資料の説明

資料２ ・・・長崎県地域包括ケアシステム評価シート(確定版）＜市町自己評価用＞
・8分野を5段階（1～5点）で評価して、40点満点で判定する評価シート

・Ｈ29年度より県内全21市町123圏域（単位）において自己評価を実施中

資料３ ・・・「令和元年度長崎市判断基準入りワークシート」
・長崎市の判断の目安・具体的な取組み：

78各項目について、長崎市が◎・○・△・◇・×を判断するための目標値

や取り組み内容について記載

・区分：市域で評価か、各圏域ごとに評価したか

・評価：20圏域の評価

※協議会当日は、主にこの資料3と説明資料を使って説明します。

資料４ ・・・「長崎県における地域包括ケアシステム構築指標に関する定量データ」
県内21市町の比較

資料５ ・・・「長崎市地域包括ケアシステム構築ロードマップ」

Ｈ29年度より県内全21市町で策定

地域包括ケアシステムの構築に向けて、目指す姿や、達成目標年度、そのために実施す

推進方策等地域の実情に応じた各種取組を記載し、進捗に合わせ、毎年修正していく

長崎県作成

長崎県作成

長崎市作成

長崎市作成



R2.5.13 介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議（ＴＶ会議）の資料



R2.5.13 介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議（ＴＶ会議）の資料



長崎県地域包括ケアシステム評価シート(確定版）＜市町自己評価用＞

分野 評価項目 項目数

A 医療（5点）
・在宅医療・介護連携・退院支援
・（退院後の）日常療養支援
・看取り

18項目

B 介護（5点）
・介護保険サービスの基盤等
・人材育成 8項目

C 保健・予防
（5点）

・介護予防マネジメント
・健康づくり
・住民の主体的な活動

6項目

D 住まい・住ま
い方（5点）

・住環境
・サービス付き高齢者向け住宅
・介護施設・入所系サービス

6項目

E 生活支援・見
守り等（5点）

・地域資源の把握・周知
・地域福祉活動、ニーズ把握等
・認知症への対応

・権利擁護（成年後見制度等、高齢
者虐待防止策の取組）

11項目

F 専門職・関係
機関ネットワー
ク（5点）

専門職ネットワークの構築、情報連
携の共通シートの活用等 6項目

G 住民参画（自
助・互助）
（5点）

ボランティア活動の実態、住民主体
の通いの場の創設、生きがい就労 8項目

H 行政の関与
（5点）

市の関係課の連携、地域ケア会議
の進め方、ニーズ調査、認知症体
制、包括的な支援体制

15項目

合 計（40点） 78項目

8分野（A～H)を5段階（1～5点）で評価して、40点満点で判定する評価

Ｒ2年3月
改定資料１



資料 ２

資料２ 資料３ の関係
資料３



区分
平成30年度

（H29年度末時点を評価）
令和元年度

（H30年度末時点を評価）
令和２年度

（Ｒ元年度末時点を評価）

地域包括ケア
システム構築の
達成判定
32点/40点（8
割）で「概ね構
築できている」
と判定

長崎市全体で
の平均点数

取り組みが不
足している項目
（4点未満）

B介護
E生活支援・見守り
G住民参画（自助・互助）

G住民参画(自助・互助）

地域包括ケア
システム構築加
速化事業のモ
デル事業の実
施

長崎市の自己評価の集約 （地域包括支援センター20圏域で評価）

32点以上（40点満点の8割） ２０圏域

全市平均 ３２．３５点 全市平均 ３２．９点

・都市型のモデルで他市にも
横展開できる内容

・介護・介護予防・生活支援に
取り組む

災害時を想定した避難行動要支
援者に係る個別計画の策定

・自立支援型地域ケア会議の開催
数と事例数の増
・地域資源（施設・病院）を有効活
用したサロン開設
・多職種連携の推進 チーム○○

全市平均 ３3点

Ａ 医療 4点

Ｂ 介護 4点

Ｃ 保健・予防 4点

Ｄ 住まい・住まい方 4点

Ｅ 生活支援・見守り 4点

Ｆ 専門職・関係機関 4点

Ｇ 住民参画（自助・互助） 4点

Ｈ 行政の関与・連携 5点

Ａ 医療 4点

Ｂ 介護 4点

Ｃ 保健・予防 4点

Ｄ 住まい・住まい方 4点

Ｅ 生活支援・見守り 4点

Ｆ 専門職・関係機関 4点

Ｇ 住民参画（自助・互助） 3.9点

Ｈ 行政の関与・連携 5点

Ａ 医療 4点

Ｂ 介護 3.85点

Ｃ 保健・予防 4点

Ｄ 住まい・住まい方 4点

Ｅ 生活支援・見守り 3.75点

Ｆ 専門職・関係機関 4点

Ｇ 住民参画（自助・互助） 3.75点

Ｈ 行政の関与・連携 5点

長崎市が重点的に取り組む課題

・医療・介護の連携（多職種ネット
ワーク）

・地域共生社会の実現に向けた多
様な主体による地域の支え合い
体制の構築



議題 ３

第8期介護保険事業計画策定について



長崎市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の体系図
計画期間 平成30年度～令和2年度



長崎市第7期介護保険事業計画の基本方針

（１） 長崎版地域包括ケアシステムの深化・推進
（２） 自立支援・重度化防止に向けた介護予防の推進
（３） 終末期における市民意識の啓発・向上と看取り体制の強化
（４） 権利擁護の推進
（５） サービスの質の確保・向上

重点項的取組み：長崎版地域包括ケアシステムの深化・推進

医療と介護の連携
自立支援と
重度化防止

生活支援体制整備
(地域の支え合い）

認知症対策
地域共生社
会の構築

◆在宅医療の体制整

備

◆施設を含めた在宅

等での看取りの推進

◆多職種連携体制の

推進

◆介護人材の確保

◆介護者（ｹｱﾗｰ）支

援の取組み

◆地域リハビリ

テーションの推進

◆自立支援型の地

域ケア会議への取

り組み

◆介護予防・日常

生活支援総合事業

の実施

◆生活支援体制づく

り

◆一人暮らし高齢者

の見守り支援

◆生きがい就労支援

の推進

◆地域活動を通した

地域の支え合いの醸

成

◆認知症への理解を深めるための普及・啓

発の推進

◆認知症の容態に応じた適時・適切な医

療・介護の提供

◆若年性認知症施策の強化

◆認知症の人の介護者への支援

◆認知症など高齢者にやさしい地域づくり

◆認知症予防につながる取り組みの推進

◆認知症の人やその家族の視点の重視

◆複合的な課

題を抱える人、

家族の相談の

ワンストップ

窓口の設置



Ｒ２.10.16 社会福祉審議会 高齢者福祉専門分科会提出資料

【素案】



議題 ４

その他・報告事項等


